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 １０月２１日、日本のレデンプトール修道会の最後のドイツ人

宣教師であるメニッヒ神父さまが母国に帰国しました。彼は

よく、自分が「ラスト・ボーイ」になったと言っておられましたが、

まさに鹿児島で宣教したドイツ人としての最後の司祭でした。

私たちの人生には色々なバトンタッチがありますが、６０年余

りの日本での宣教、たくさんの人々に信仰のバトンタッチをし

て帰国されました。その意志を受け継ぎ、そしてその信仰を

伝える使命が私たちにはあります。 

「信仰の継承」を思う時、旧約聖書の、モーセからヨシュアに

信仰のバトンが渡された出来事を思い出します。ヨシュアは

３０００年以上の前の人ですがモーセというリーダーによって

エジプトから脱出したイスラエルの民は、モーセからバトンを受けてリーダーになったのがヨシュアです。い

わば後継者です。 

 そのヨシュアは全人生において、「主に従い通した人」でした。ヨシュアは、４０歳の時だけでなく８５歳に

なっても、困難と戦い続けようとしたのです。そしてそれは、信仰の積極的な生き方でした。この勇気は、

人間的向こう見ずなものではなく、謙虚に、『主がわたしと共にいてくださるなら』（ヨシュア 14:12）という

信仰の生き方でした。 

 彼の力は、彼がどんな状況でも全能の神、愛の神を信じ続けた、その信仰か

ら来ています。何故なら、わたしたちのうちには力がなくても、主に力があるか

らです。わたしたちも、イエスを信じて生きる時に、不思議な力、平安が与えら

れるのです。ただ、そのためには、わたしたちはヨシュアの信仰のように神さま

をどこまでも信頼していくことです。『あなたがどこに行っても、あなたの神、主

は共にいる』（ヨシュア １：９）との約束を与えてくださいます。 

 『強くあれ。雄々しくあれ。恐れてはならない。おののいてはならない』と語り、

励ましを与えられました。大切なことは強さ、雄々しさは神が与えてくださるもの

であり、自分で努力して達成するものではないということです。 

私たちも信仰の先人たちの思いを引き継ぎ、今ここにいます。 

 『こういうわけで、わたしたちもまた、このようにおびただしい証人の群れに囲まれている以上・・・自分に

定められている競走を忍耐強く走り抜こうではありませんか』（ヘブライ人の手紙 １２：１） 
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信 仰 の バ ト ン タ ッ チ 

カトリック谷山教会 主任司祭 ライモンド 盛克志 

２０２４年５月  随分

前の写真ですね。。メ

ニッヒ神父様どうぞ

お元気でね！お祈り

申し上げます。 



巡礼の旅  １０月４日(土)～１０月１１日(土)  

第１日目１０月４日(土)12：45 ITA エアウェイズ便にて 

ローマへ 20：30 ローマフィミチーノ空港着 夜ホテル着 

          （ローマ城壁内の四つ星ホテル） 

第２日目 １０月５日（日）08：00 サンタ・マリア・マジョーレ 

              大聖堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

Franciscus と 

だけ書かれている 

サンタ・マリア・マジョーレ大聖堂 聖年の扉 
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第 3 日目 １０月６日(月) 08：00 アッシジの聖フランシスコ大聖堂を見学。 本
人
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掘
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カンツォーネを聞きながら A,B コース合同夕食会 

アシジの聖フランシスコ 

サン・ピエトロ広場 聖年の扉 聖ペトロ大聖堂 

ラテラノ大聖堂

（聖年の扉と 

十字架教会 

第５日目１０月８日（水）ピエトロ広場 第 6 日目 １０月 9 日（木） バチカン美術館入場 

サン・パオロ大聖堂 サン・パオロ大聖堂（聖年の扉） 

１０月９日(木) 菊池功枢機卿様着座式ミサ サン・ジョバンニ・レオナルディ教会 
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吹奏楽団が賑やかな軽やかなリズムで、日本巡礼団

を迎えて下さった。踊りだしたくなり元気が出ました。 

楽団や聖歌隊の歌声と共に、枢機卿様や司

教様方が入場し、祭壇に上がって行かれた。

中野裕明司教様が手を振って下さいまし

た。沢山の人の中から良く分かりましたね。

私は前列でカメラを構えてました。まさかの

出来事でした。    （写真・文 上原敏子） 
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第４日目 １０月７日(火) 

　　　～Bコース参加者人数内訳～

北海道 元町 1 静岡 横浜教区 2

岩手 北上 1 長崎 川棚 2

兵庫 夙川、六、明石 3

広島 福山 1

神奈川 中和田、藤ヶ丘、大船 4 鹿児島 谷山（鹿児島教区） 3

千葉 西千葉 3 愛知 名古屋 1

大阪 枚方 1 愛媛 愛媛 1

京都 長岡 2 　　合計      　　　35名

10東京都
田園調布、三軒茶屋、小金

井、　イグナチオ、府中、初台

＊A コース（ルルド、パリ、ローマ）参加者は、１６名でした。 



世界宣教の日である年間第 29 主日を過ごし、メニッヒ神父様がなんと 60 年を超える長い宣教活動を終え、本国のドイツ

に戻りました。 

神父様とたくさんの話をすることはできませんでしたが、最後の別れの時に、神父様は私に日本語の勉強と宣教活動を熱心に

するようにと、日本での私の生活を応援してくださいました。 

イエス様が弟子たちに福音宣教の使命をくださったように、神父様も自分の使徒職を私に渡してくださいました。使徒職を受

け継いだ私は、感謝の気持ちと同時に宣教師としての重要な責任感をいただきました。 

神父様との短い出会いを通して、宣教師の人生について再び真剣に考えることができた大切な機会をくださった主に感謝し、

本国に戻った神父様の健康を祈ります。 

いつの日かは分からないですけど、再び神父様に出会った時、お元気ですか？と挨拶をして、日本での海外宣教がどうだった

のかお互いに話し合いたいと思います。さようなら。神父様〜               ステファノ神父 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島市のマリンポートかごしまに１５日、クルーズ船「バイキングオリオン」（４万７８６１ト

ン）が寄港し、２０２５年の鹿児島県内へのクルーズ船寄港回数は、年間過去最多だった

１９年の１５６回を超え１５７回となった。岸壁では「クルーズ寄港回数過去最多更新」の横

断幕を掲げ、乗客らを歓迎した。  

 県によると、今年はマリンポートと本港区北ふ頭を合わせた鹿児島港が１１２回で最も

多く、他は名瀬港１９回、宮之浦港１０回、西之表港５回と続く。インバウンド（訪日客）需

要に加え、鹿児島ならではのおもてなしも好評で、新型コ

ロナウイルス禍前を超えた。鹿児島港では今後も１６回の

寄港が予定されている。  塩田康一知事は「鹿児島の自然景観や豊かな食、温かいおもてなし

などが評価された結果。今後も寄港の増加や定着、経済効果の波及に取り組む」とコメント。米

国から来た乗客のジュディ・スワインさん（６６）は「城山展望台からは桜島がよく見え、黎明館で

学んだ歴史も興味深かった」と満喫していた。－10/16 南日本新聞より－ 

 以前からマリンポート鹿児島が私の散歩コースでした。コロナ禍以前より移り変わるこのマリンポート鹿児島を日々見てま

いりました。様々な国の方々が鹿児島を訪れてくださいます。片言の英語で話し、桜島をバックに写真を撮って差し上げたこと

もありました。今、世界の情勢が目まぐるしく変わる中、観光で訪れる方々だけではなく、移民・移住者の問題など国際化の中

で、人類移動の歴史は繰り返されてきたことですが、自分たちの国の状況をもっとちゃんと知っておかなければと思うことでし

た。 

県内寄港過去最多を更新したク

ルーズ船「バイキングオリオン」 

気になったニュース 
４班 上釜 照美 
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メ
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かねてより静養されていた特別養護老人ホー

ム「みやび」より帰国の途に就かれました。 



朗読奉仕者 掃除当番 班会

祭日

3日 月 6:30
記念日
6:30

５日 水 19:00

7日 金 6:30
８日 土 19:00 ➄・⑪ 　教会

祝日
6：30＆9：00

記念日
6:30
記念日
6:30
記念日
19:00

13日 木 6:30
１４日 金 6:30 朝ミサ

１５日 土 ⑥・⑦ 教会

記念日
6:30

１８日 火 6:30
19日 水 19:00
20日 木 6:30

記念日
6:30 朝ミサ

記念日
19:00
祭日 ➇・➈

6：30＆9：00
記念日
6:30

２５日 火 6:30 朝ミサ

２６日 水 19:00
27日 木 6:30
28日 金 6:30 朝ミサ

29日 土 19:00 ⑩ 教会

祝日

6：30＆9：00
⑩

➇・➈ 教会

⑥・⑦

24日 月

聖アンデレ使徒
30日 日

令和7年（2025年） 谷山教会　11月の予定と祝日表　（11月 1日～11月30日）
日　　時 典礼と行事

１日 土
諸聖人
ミサはありません。 ④ 教会

朝ミサ

２日 日
年間第31主日/命日祭ミサ＊ミサ後「やすらぎドーム」にてお祈り

＊ベトナム人共同体ミサ14：00～
朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化の日

4日 火
聖カロロ・ポロメオ司教

9：00のみ ④

レオ一世教皇教会博士

初金ミサ

6日 木 6:30 朝ミサ

➄・⑪

待降節第1主日のミサ/聖母の土曜日

待降節第1主日

召命ミサ

朝ミサ

召命ミサ

朝ミサ

年間第34主日のミサ

年間第34主日/9：00ミサ後大掃除・クリスマス飾り付け

朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替休日
聖アンデレ・ジュン・ラク司祭と同志殉教者

＊12/7（日）　9：00ミサ中　堅信式　ミサ後中野司教様の歓迎会と受堅者のお祝い

＊12/21（日）14：00～聖アルフォンソ合唱団クリスマスコンサート（聖堂にて）

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～ 4，11，18,25日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　13：30～ 5，12，19，26日

聖書と教理ーⅡ 毎週金曜日　10：00～12：00 7,１4,21,２8日

召命ミサ

年間第32主日のミサ/聖母の土曜日

ラテラン教会の献堂
９日 日

年間第32主日　　/　9:00ミサ後役員会

10日 月

王であるキリスト　　　　　　　　　 　　勤労感謝の日
23日 日

１１日 火
聖マルチノ（ツール）司教

朝ミサ

年間第33主日　　/　9：00ミサ後司牧評議会

17日 月
聖エリザベト（ハンガリー）修道女

朝ミサ

朝ミサ

朝ミサ

22日 土
聖セシリアおとめ殉教者

12日 水
聖ヨサファト司教殉教者

聖マリアの奉献
21日 金

召命ミサ

朝ミサ

ミサはありません。

　13：30～福者レオ税所七右衛門殉教祭（カトリック川内教会）
16日 日 9：00のみ

今
月
の
行
事
当
番
班
は
、
⑥
・
⑦
班
で
す
。

聖
書
週
間

コミチウム13：30～
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